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　　（注）件数及び金額は、各年度の年間の実績である。「30年7月」は、30年4月から7月までの実績である。

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年7月

金額 4,676 4,331 3,869 3,320 3,687 3,761 3,428 3,328 3,368 3,706 1,363

件数 83 80 76 68 69 72 69 57 58 62 20
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保険引受の推移 （千件）（億円）

29年度の保険引受は、6万2千件・3,706億円であり、前年度に比べ、件数で4千件（7.3％）、金額で338億円（10.0％）増加した。こ

れは、農家戸数の減少、農業者の高齢化が進む中、農業融資への利子助成の効果等により農業資金の引受けが増加したことによる。

なお、30年7月末現在の保険引受は、前年同期比4.2％増の1,363億円である。

業務実績 （1）保険引受の状況
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　　（注）件数及び金額は、各年度末の実績である。「30年7月」は、30年7月末現在の実績である。

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年7月

金額 36,565 36,050 35,088 33,777 32,549 31,617 30,380 29,180 27,895 27,349 27,683

件数 1,188 1,141 1,094 1,046 999 951 901 846 802 765 763
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保険価額残高の推移
（千件）

（億円）

29年度末の保険価額残高は、76万5千件・2兆7,349億円であり、前年度末に比べ、件数で3万6千件（4.6％）、金額で545億円

（2.0％）減少した。保険価額残高は、逓減傾向にある。

なお、30年7月末現在の保険価額残高は、前年同期比1.6％減の2兆7,683億円である。

業務実績 （2）保険価額残高の状況
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　　（注）１．貸付額は、各年度の年間の実績である。「30年7月」は、30年4月から7月までの実績である。

　　　　　２．貸付残高は、各年度末の実績である。「30年7月」は、30年7月末現在の実績である。

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年7月

貸付残高 51,289 51,486 51,450 49,675 49,456 36,899 36,914 36,852 37,043 36,821 36,800

貸付額 21,689 33,279 21,806 27,560 25,232 12,773 24,843 12,498 25,018 18,471 36
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基金協会に対する貸付けの推移
（百万円）

29年度の農業信用基金協会に対する代位弁済財源の貸付けは184億71百万円である。このうち、長期資金が182億80百万円、短期資金

が１億92百万円である。

この長期資金は、27年度貸付額のうち長期資金の全額122億31百万円の償還額と、28年度貸付額のうち長期資金60億48百万円（各年

度の貸付額を均等化するため貸付期間１年としたもの）の償還額の合計を、再度貸し付けたもの。

貸付原資である政府出資金123億83

百万円を25年10月に国庫納付した

ことによる減

業務実績 （3）基金協会に対する貸付けの状況
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